
９月１７日から２０日にわたり，北海道大学
（札幌市）で第７５回応用物理学会秋季学術講演
会が開催された。私が参加した三日間（１７日
～１９日）はいずれの日も天気雨に見舞われ，
道外から来た参加者には肌寒く感じられた。し
かし雨上りの空には遠い青空が広がり，秋の北
海道を感じることができた。講演会場は私の見
た限りではどのセッションも盛況であり（全部
で約４０００件の発表），活発な議論・討論が交わ
されていた。また，展示会場（JSAP EXPO
Autumn２０１４）では，企業ブース他，今講演会
で第４回目を迎える JSAPフォトコンテスト
（Science as Art）が開催されており，芸術作
品と見間違うような数多くの写真が来場者の目
を引いていた。
本報告では，筆者がこれまでに参加・発表を

行い活動の拠点としてきた非晶質・微結晶セッ
ション（大分類１６）の講演内容を中心に報告
する。なお，本セッションは４日間にわたる約
１３０の講演からなり，物質別にみると，酸化物
（バルク，半導体薄膜）が約２０件，カルコゲナ
イド（S，Se，Te 系）が４件，そして薄膜シ

リコン（太陽電池）に関するものが１００件超（シ
ンポジウムを含む）であった。
学会初日の１７日には，非晶質・微結晶セッ

ションの分科企画として，「薄膜シリコン太陽
電池技術の現状と課題」と題したシンポジウム
が開催された。定員６０人ほどの講義室は常に
参加者で満員であり，立ち見の参加者が廊下ま
であふれるほどであった。研究機関や企業の薄
膜太陽電池に対する関心の高さをうかがい知る
ことができた。講演内容は，薄膜シリコン太陽
電池の基礎特性から評価方法，Staebler―Wron-
ski 効果として知られる光劣化とその制御，透
明電極の開発技術，光閉じ込めに至るまで幅広
いものであったが，発電コストの削減を目標と
する点はいずれの研究チームにも共通している
ようであった。光劣化に関しては，阪大・JST
―CRESTの研究チームから PADS法（Precur-
sor Assisted Defect Suppression）によるアモ
ルファス Si : H の光劣化制御について報告があ
った。製膜中に基板を高温に保つことによっ
て，光劣化の原因の一つとされる Si―H２結合密
度を低減できるが，同時に膜表面に未結合種欠
陥が形成してしまうことが知られている。
PADS法では，Si―H３製膜種を供給することに
より未結合種欠陥生成を抑えつつも，SiH２結
合密度を低減できることが示された。テクスチ
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ャ構造による光閉じ込めに関しては，産総研ら
のチームから規則性テクスチャ構造をプラット
フォームとした薄膜微結晶 Si : H で高発電効率
を達成したことが報告された。テクスチャに周
期性を持たせることにより光吸収・散乱のシミ
ュレーション解析が容易になり，解析結果をテ
クスチャの設計現場へと還元しやすくなるとい
うものであった。テクスチャ構造による光閉じ
込めに限らず，多角的な光マネジメント技術が
今後ますます薄膜太陽電池の高効率化に寄与し
ていくように感じられた。２０日のシリコン系
太陽電池に関する通常講演には筆者はわずかな
時間しか参加できなかったが，そのなかで印象
に残った講演は，走査型プローブ顕微鏡（誘電
率，ケルビン力）を用いた太陽電池表面／断面
の局所物性評価であった。現在，走査型プロー
ブ顕微鏡で局所評価できる物性は多岐にわたっ
ているが，それらの物性評価技術が幅広く適用
されることが期待される。
１８日は，非晶質・微結晶セッション内の

「１６．１ 基礎物性・評価」に参加した。午前中は，
カルコゲナイド系薄膜及び非晶質半導体に関す
る発表がおこなわれた。学術的に興味深かった
講演は，北大・田中先生によるUrbach エネル
ギーに関する発表であった。絶縁性非晶物質の
多くは指数関数型（exp（h- ω/EU））の光吸収ス
ペクトルを持つが，最小Urbach エネルギー
EU は物質によらず５０meVであることを示
し，それが非晶物質固有の中距離構造ゆらぎ
（～１nm）に由来するという仮説を提唱した。
われわれの扱う（非晶）物質には様々な特性が
あるが，それらの個性を伸ばすと同時に普遍性
を探求する姿勢も重要であると改めて感じた。
S及び Se 系では二件の発表があり，いずれも
光誘起現象に関するものであった。非晶質カル
コゲナイドの光誘起現象が報告され半世紀にな
るが，S及び Se 系の光誘起現象の機構解明や
デバイス応用に関する報告は応用物理学会では
年々減っているようであり少々さびしく感じ
た。一方，Te系においては，上智大からAg

電極／Ge―Sb―Te における電気抵抗のスイッチ
現象観察，LEAPからは GeTe/Sb２Te３超格子
を用いたTRAM（Topological―switching RAM）
の開発と熱的安定性に関する報告がなされた。
いずれも抵抗変化型メモリへの応用が大いに期
待され，これらのTe系材料に関する研究がき
っかけにカルコゲナイド系全体の講演数が増え
てほしいと感じた。群馬大の後藤先生からは非
晶質 InGaZnO４の光熱変更分光法による低エネ
ルギー領域における光吸収と不純物濃度及びエ
ネルギー構造との関係について議論がなされ
た。
１８日の午後は酸化物に関する１７件の発表が
行われた。酸化物ガラスおよび結晶化ガラスの
プリミティブな特性のほか，電池用固体電解質
への応用を目指したイオン伝導性ガラスの開
発，強化ガラスへの超音波スペクトロスコピー
の応用など，酸化物らしいバラエティーに富ん
だ内容であった。東北大医工からは，スマート
フォンやタブレット端末等に使用されている化
学強化ガラスの表面応力を，独自開発した超音
波マイクロスペクトロスコピー技術で評価する
方法についての報告があった。化学強化層の評
価だけでなく，化学強化ガラスにおける今後の
強化・加工技術の発展にも大いに関連してお
り，ガラス業界とのコラボレーションによる早
期の実用化が期待される。神戸大からはアルカ
リホウケイ酸塩ガラスとMgの反応（Ar雰囲
気中）というユニークな方法により，MgO，
Mg２Si およびMgB２がマイクロスケールで混在
した複合化合物が形成されることを示した。結

写真 非晶質・微結晶セッション（１８日）の様子
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晶化ガラスについては４件の発表があり，TiO２
微結晶，Mnドープ系結晶（２件），ZnO結晶
に関するものであった。TiO２は光触媒材料，
Mn＋ドープ結晶については発光材料（波長変換
材料），ZnOは半導体・磁性応用を目指した研
究がすすめられている。長岡技科大からは，
レーザー誘起結晶化法で作製した高配向な結晶
ラインを，FIB 加工とTEM観察を用いて構造
解析する新手法についての報告があった。同じ
く長岡技科大からは，リン酸塩をベースとする
全固体型電池を目指したイオン伝導性ガラスに
ついての報告があり，今後の実用化へ向けた研

究が期待される。
今回の応用物理学講演会は，筆者にとって４

年ぶりの参加，なおかつ会場が筆者の母校，と
いう二つの点で特別なものであった。講演会で
は，薄膜太陽電池，カルコゲナイドや酸化物を
中心に最新の研究動向や知ることでき，大変有
意義なものとなった。また，Web上では講演
会情報を閲覧できるスマートフォン向けの便利
なアプリが配布されており，４年という月日の
流れを感じた。以上を第７５回応用物理学会秋
季学術講演会参加報告とさせていただく。
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